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|
語
り
の
構
造
を
手
が
か
り
に

l

は
じ
め
に

明
治
四
十
年
九
月
一
日
に
、

田
山
花
袋
は
『
新
小
説
』
に
「
蒲
団
」
を
発
表
し

た
。
そ
の
一
ヶ
月
後
の
十
月
一
日
に
、
『
早
稲
田
文
学
』
と
『
明
星
』
の
評
論
陣

の
心
理
描
写
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
。
中
で

は
一
斉
に
論
を
出
し
、
「
蒲
団
」

も
、
片
上
天
弦
は
「
形
の
上
に
客
観
的
措
写
式
で
、
作
者
の
態
度
は
主
人
公
の
主

観
的
説
話
式
で
あ
る
」
と
語
り
手
と
主
人
公
の
癒
着
を
指
摘
し
、
「
作
者
が
こ
の

題
材
に
対
し
て
客
観
的
態
度
に
出
で
な
か
っ
た
こ
と
は
作
者
の
た
め
に
惜
し
ま
ね

ば
な
ら
ぬ
」

と
不
満
の
意
を
漏
ら
し
た
。

こ
の
問
題
提
起
は
、
当
時
の
文
壇
の
重

鎮
島
村
抱
月
の
「
此
の
一
篇
は
肉
の
人
、
赤
裸
々
の
人
間
の
大
胆
な
る
織
悔
録
で
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と
い
う
評
言
に
集
約
さ
れ
る
。
抱
月
の
評
価
に
導
か
れ
、
昭
和
二
十
年
代

か
ら
、
中
村
光
夫
、
平
野
謙
、
岩
永
艇
な
ど
が
、
「
蒲
団
」
は
作
者
団
山
花
袋

の
告
'
臼
で
あ
る
と
い
う
前
提
条
件
を
認
め
た
上
で
、
小
説
が
扱
う
材
料
が
事
実
か

虚
構
か
を
め
ぐ
っ
て
、
作
品
分
析
か
ら
逸
脱
し
た
論
争
を
続
け
た
。

昭
和
六
十
年
代
に
入
っ
て
、
概
回
輝
嘉
氏
は
、
テ
ク
ス
ト
の
四
章
か
ら
八
章
ま

あ
る
」

で
を
中
心
に
、
芳
子
の
肉
体
関
係
に
関
わ
る
語
り
に
考
察
を
加
え
、
「
若
い
二
人

の
男
女
の
肉
体
関
係
と
い
う
H

事
実
H
犯
罪

H

を
語
る
た
め
に
創
造
さ
れ
た
虚
構

王

梅

の
物
語
な
の
だ
」

と
い
う
新
し
い
見
解
を
出
し
た
。
藤
森
品
目
が
は
棚
田
氏
の
論
に

基
づ
き
、
芳
子
の
肉
体
関
係
と
い
う
事
件
の
語
り
に
関
し
て

「
テ
キ
ス
ト
の
統
辞

に
相
反
す
る
こ
つ
の
傾
向
が
あ
る
」

と
、
さ
ら
に
研
究
を
深
め
た
。

つ
ま
り
ご

速
の
出
来
事
、
行
為
を
一
つ
の
筋
に
構
成
し
よ
う
と
す
る
統
辞
的
な
機
能
」
と
、

そ
れ
に
「
拾
抗
」
す
る
「
消
極
的
な
統
辞
機
能
」
が
存
在
す
る
と
指
摘
す
る
。

-A 

百
年
近
く
の
研
究
史
は
、
時
雄
の
心
理
を
書
く
か
、
「
堕
落
女
学
生
」
事
件
を

書
く
か
と
い
う
分
岐
点
を
め
ぐ
っ
て
、
展
開
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、

心
理
描

写
と
事
件
の
語
り
が
テ
キ
ス
ト
を
構
築
す
る
こ
大
要
素
だ
と
い
う
こ
と
を
一
不
す
。

本
論
で
は
、
明
治
四
十
年
に
お
け
る
花
袋
が
人
間
の
心
理
を
描
写
す
る
技
法
へ
の

認
識
を
考
慮
に
入
れ
、
「
議
団
」

の
心
理
描
写
を
読
み
直
す
。
そ
の
上
で
、
内
と

外
を
揺
ら
ぐ
語
り
手
の
視
点
に
よ
っ
て
、
主
人
公
の
時
雄
像
が
い
か
に
描
写
さ
れ

る
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
時
雄
の
心
理
を
貫
く
、
抑
圧
さ
れ
る
欲
望
を
分
析
し

た
後
、
第
四
章
か
ら
第
八
章
ま
で
、
芳
子
の
肉
体
関
係
の
露
顕
が
い
か
に
語
ら
れ

る
か
を
考
察
す
る
。
最
後
に
、
露
呈
す
る
「
肉
体
関
係
」
と
い
う
事
実
が
い
か
に

読
者
に
響
い
て
、
作
中
人
物
へ
の
読
み
直
し
を
促
す
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

内
と
外
を
揺
ら
ぐ
視
点
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小
説
の
主
人
公
竹
中
時
雄
は
妻
子
を
持
つ
中
年
の
男
で
あ
る
。
夫
婦
の
愛
に
倦

怠
感
を
抱
く
彼
は
三
年
前
か
ら
「
寂
し
い
人
」
に
な
っ
た
。
そ
の
時
文
学
少
女
の

芳
子
が
現
れ
、
時
雄
は
彼
女
の
新
鮮
さ
に
心
を
惹
か
れ
る
。
芳
子
に
恋
人
が
で
き

た
の
を
知
っ
た
時
雄
は
内
心
が
複
雑
に
な
り
、
「
妬
み
と
惜
し
み
と
悔
恨
と
の
念

が
一
緒
に
な
っ
て
」
、
「
師
と
し
て
の
道
義
の
念
も
こ
れ
に
交
っ
て
、
益
々
炎
を
織

ん
に
し
た
」
。

四
カ
月
後
、
芳
子
と
恋
人
と
の

「
肉
体
関
係
」
が
曝
け
出
さ
れ
、

芳
子
は
父
親
に
故
郷
に
連
れ
戻
さ
れ
て
、
「
さ
び
し
い
生
活
、
荒
涼
た
る
生
活
は

再
び
時
雄
の
家
に
音
信
れ
た
」
。

こ
れ
ま
で
の
小
説
と
比
べ
た
「
蒲
団
」
の
最
大
の
特
色
は
「
醜
な
る
心
を
書
い

て
事
を
書
か
な
か
っ
た
」
}
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
時
雄
自
身
の
行
動
で
も
な
く
、

社
会
と
の
葛
藤
で
も
な
く
、
時
雄
の
醜
い
内
面
を
読
者
に
赤
裸
々
に
見
せ
る
こ
と

で
あ
る
。

「
蒲
団
」
に
お
け
る
心
理
描
写
は
、
時
雄
を
主
語
と
す
る
「

1
と
思
っ
た
」
、
「

1

と
考
え
た
」
、
「

1
と
感
じ
た
」

の
よ
う
な
普
通
の
方
法
以
外
に
、

以
下
の
技
法
も

使
わ
れ
る
。

ァ
、
語
り
手
が
時
雄
の
感
受
性
や
認
識
を
通
し
て
、
外
部
の
も
の
を
叙
述
す

る
方
法
。

一
見
時
雄
の
動
作
を
描
写
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
時
雄
の
五
感
が
混
じ
る
た

め
、
三
人
称
の

「
渠
」
小
説
で
あ
り
な
が
ら
、
常
に
一
人
称
「
私
」
小
説
と
し
て

読
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

毎
日
機
械
の
や
う
に
同
じ
道
を
通
っ
て
、

同
じ
大
き
い
門
を
入
っ
て
、
叫
酬

輯
機
関
の
産
を

す
立
日
と
職
工
の
臭
い
汗
と
の
交
っ
た
細
い
間
を
通
っ
て
、

事
務
室
の
人
々
に
軽
く
挨
拶
し
て
、
こ
っ
/
¥
と
長
い
狭
い
階
梯
を
登
っ
て
、

さ
て
其
の
室
に
入
る
め
だ
が
、
東
と
南
に
明
い
た
此
の
室
は
、
午
後
の
烈
し

い
日
影
を
受
け
て
、
実
に
堪
へ
難
く
暑
い
。
そ
れ
に
小
僧
が
無
精
で
掃
除
を

せ
ぬ
の
で
、
卓
の
上
に
は
白
い
挨
が
ざ
ら
/
¥
と
心
地
悪
い
。
(
傍
線
は
引

用
者
に
よ
る
。
以
下
問
)
(
一
)

こ
の
一
段
は
語
り
手
は
主
人
公
に
癒
着
し
、
「
渠
」

の
感
覚
で
ま
わ
り
の
環
境

を
捉
え
る
。
形
容
詞
「
臭
い
」
、
「
堪
え
難
く
暑
い
」
、
「
心
地
悪
い
」

は
主
観
的
な

嫌
悪
を
漂
わ
せ
、
「
渠
」
の
不
満
を
読
者
も
共
有
す
る
と
い
う
効
果
が
出
る
。

ィ
、
「
時
雄
の
胸
は
嵐
の
よ
う
に
乱
れ
た
」
、
「
時
雄
の
胸
は
燃
え
た
」
な
ど
の

よ
う
な
表
現
を
使
っ
て
、
時
雄
の
心
理
を
提
示
す
る
方
法
。

こ
の
場
合
時
雄
の
心
理
活
動
が
長
々
と
描
写
さ
れ
る
。

心
理
の
主
体

そ
し
て
、

q
L
 

が
主
語
と
し
て
提
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
読
者
は
、
語
り
手
を
媒
介
せ
ず

に
自
ら
時
雄
の
内
側
に
す
っ
ぽ
り
入
り
込
ん
だ
よ
う
な
印
象
を
持
つ
こ
と
に
な

る
。
時
に
は
、
語
り
手
の
提
示
さ
え
も
な
く
な
り
、
時
雄
の
内
面
が
直
接
に
読
者

の
前
に
開
示
さ
れ
る
。

悲
し
い
、
実
に
痛
切
に
悲
し
い
。
此
の
悲
哀
は
華
や
か
な
青
春
の
悲
哀
で

も
な
く
、
単
に
男
女
の
恋
の
上
の
悲
哀
で
も
な
く
、
人
生
の
最
奥
に
秘
ん
で

居
る
あ
る
大
き
な
悲
哀
だ
。
行
く
水
の
流
れ
、
咲
く
花
の
凋
落
、
此
の
自
然

の
底
に
婚
れ
る
抵
抗
す
べ
か
ら
ざ
る
力
に
触
れ
て
は
、

人
間
ほ
ど
修
い
情
け

な
い
も
の
は
な
い
。

狂
然
と
し
て
涙
は
時
雄
の
髪
面
を
伝
っ
た
。
(
四
)



こ
の
一
段
は
、
片
上
天
弦
の

あ
る
」

「
作
者
の
態
度
は
主
人
公
の
主
観
的
説
話
式
で

と
い
う
評
言
が
指
す
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
川
上
美
那
氏
も
、

「
主
人
公
竹

中
の
独
自
に
語
り
手
が
主
情
的
に
重
な
り
(
略
)
竹
中
の
内
面
世
界
を
感
傷
的
に

肯
定
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
っ
た
」

と
述
べ
、
時
雄
の
声
H
語
り
手
の
も
の
だ
と
主

張
す
る
。

し
か
し
、

よ
く
見
分
け
る
と
、
最
後
の
外
面
描
写
以
外
の
部
分
は
、
語

り
手
か
ら
独
立
す
る
時
雄
自
ら
の
独
自
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
で
、
鈴
木

登
美
氏
の
意
見
は
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
氏
の
意
見
に
よ
る
と
、
時
雄
の
心
理

「
自
由
間
接
話
法
」
で
語
ら
れ
る
た
め
、
時
雄
の
悲
哀
が
彼
自
身
の
声
を
通
し

カtて
直
接
に
表
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
読
者
に
与
え
る
。

つ
ま
り
、
語
り
手

が
完
全
に
透
明
に
な
り
、
時
雄
の
悲
哀
が
最
大
限
に
流
露
で
き
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。
語
り
手
の
痕
跡
が
消
え
た
た
め
、
三
人
称
の
語
り
が
こ
こ
で
一
人
称
の
語
り

に
変
わ
っ
た
よ
う
な
感
じ
を
読
者
に
与
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
語
り
手
が
時
雄
に

癒
着
す
る
、
あ
る
い
は
隠
退
す
る
こ
と
で
、
時
雄
の
内
面
が
赤
裸
々
に
、
漏
ら
す

こ
と
な
く
、
読
者
側
に
見
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

に
現
れ
る
心
理
描
写
へ
の
多
様
な
試
み
は
、
当
時
布
袋
が
考
え
て

い
た
「
大
自
然
の
主
観
」
を
い
か
に
作
品
に
持
ち
込
む
か
と
い
う
意
識
と
深
く
関

「
蒲
団
」

わ
っ
て
い
る
と
私
は
考
え
る
。
「
大
自
然
の
主
観
」

は
新
文
学
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
し
て
、

正
宗
白
鳥
と

「
野
の
花
」

の
序
文
(
明
治
三
十
四
年
)
を
め
ぐ
っ
て
の

論
争
で
打
ち
立
て
ら
れ
た
。
花
袋
は
小
説
に
お
け
る
作
者
の
主
観
を
、
「
小
主
観
」
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「
大
自
然
の
主
観
」

と
に
二
分
す
る
。
前
者
は
「
作
者
の
小
主
張
、

小
感
情
、

と小
理
想
、
所
謂
自
然
の
面
影
を
比
較
的
に
有
し
て
居
ら
ぬ
、
偏
狭
な
、

ま
こ
と
の

意
味
の
乏
し
い
も
の
」

で
あ
り
、
後
者
は
「
こ
の
自
然
、
が
自
然
に
天
地
に
発
展
せ

ら
れ
て
居
る
形
を
指
す
」
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
脈
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
大

自
然
の
主
観
」
は
、
狭
い
個
人
的
な
「
小
主
観
」
に
束
縛
し
な
い
作
者
の
観
察
で
、

再
現
さ
れ
る
作
中
人
物
の
心
理
だ
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
花
袋
は
意
識
的

に
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
か
ら
脱
し
、
自
然
主
義
に
入
ろ
う
と
す
る
。

根
岸
泰
子
氏
は
こ
の
点
に
関
し
て
、
花
袋
の

「
大
自
然
の
主
観
」
が
か
れ
の

リ
ア
リ
ズ
ム
観
を
示
し
、
す
な
わ
ち
「
読
者
に
対
し
語
り
か
け
る
と
い
う
顕
在
的

一
定
の
観
察
的
立
場
を
足
場
に
素
材
を
対
象
化
・
客
観
化

な
語
り
を
消
し
去
り
、

し
て
叙
述
す
る
」
こ
と
だ
と
指
摘
す
る
。

つ
ま
り
、
花
袋
は
、
顕
在
的
な
語
り
を

作
者
の
「
小
主
観
」
の
表
れ
と
し
て
、
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
に
、

作
中
人
物
が
持
つ
千
変
万
化
の
心
理
活
動
を
人
物
の
内
側
か
ら
捉
え
よ
う
と
し
て

い
る
。「

蒲
団
」
発
表
二
年
後
、
平
面
描
写
と
い
う
段
階
に
到
達
し
た
花
袋
は

(
1
0
)
 

写
と
説
明
」
(
『
文
章
世
界
』
、
明
治
四
十
二
年
九
月
)
で
、
語
り
手
に
よ
る
作
中 描

人
物
の
心
理
描
写
の
問
題
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

-3-

何
う
か
説
明
で
な
し
に
、
描
写
で
総
て
の
感
じ
を
顕
は
し
た
い
と
思
ふ
。

(
略
)

か
れ
は
か
う
思
っ
て
居
る
と
か
あ
』
思
っ
て
ゐ
る
と
か
い
ふ
風
に
か
き

た
く
な
い
。
作
者
が
作
中
の
人
物
を
人
形
っ
か
ひ
が
人
形
を
つ
か
ふ
や
う

に
つ
か
つ
て
動
か
し
て
居
る
の
を
見
る
と
、
興
味
が
索
然
と
し
て
了
ふ
。

作
者
は
説
明
し
て
も
好
い
が
、

少
く
と
も
其
説
明
は
作
者
の
説
明
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。

「
か
れ
は
か
う
思
っ
て
ゐ
る
」

と
い
う
表
現
が
花
袋
に
、
「
作
者
の
説
明
」

と

し
て
否
定
さ
れ
る
理
由
は
、
文
中
の
人
形
っ
か
い
と
人
形
と
い
う
比
輸
に
よ
っ
て

説
明
さ
れ
る
。

人
形
っ
か
い
は
人
形
に
対
し
て
、
自
由
に
支
配
で
き
る
よ
う
な
優
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位
に
あ
る
。

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
「
作
者
の
説
明
」

は
、
語
り
手
が
作
中
人
物

を
操
縦
す
る
行
為
に
な
る
た
め
、
読
者
は
「
興
味
、
が
索
然
と
し
て
了
ふ
」
。
こ
こ

で
、
根
山
町
鮮
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
「
描
写
」
に
お
け
る
語
り
手
は
、
作
中
人

物
の
上
方
か
ら
批
評
す
る
の
で
な
く
、

そ
の
内
側
に
い
て
彼
自
身
を
演
じ
る
機
能

は
「
描
写
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
平
面
描
写
」
の
あ
た
り
か
ら
は
、
花
袋

と
い
う
文
体
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
、
が
、
「
蒲
団
」
の
中
に
は
、
す

と
い

h

え
よ
"
フ
」

で
に
新
し
い
文
一
体
を
試
み
る
意
欲
が
示
さ
れ
て
い
る
。

前
述
し
た
技
法
イ
は
、

に
よ
る
心
理
描
写
よ
り
、

描
写
」

説
明

に
よ
る

心
理
描
写
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
語
り
手
の
顕
在
性
が

小
主
観
」

に
つ
な
が
る

た
め
、
作
者
は
語
り
手
の
媒
介
性
を
最
大
限
に
低
め
る
こ
と
を
前
提
に
、
時
雄
の

心
理
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
。

そ
の
た
め
、
時
雄
の
心
理
を
、
彼
が
読
者
の
前
で

独
白
す
る
よ
う
に
、
深
く
、
詳
し
く
、

い
き
い
き
と
描
写
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
時
代
評
を
も
う
一
度
見
る
と
、
技
法
ア
が
一
不
す
よ
う
に
、
語
り
手
が
時
雄
の

し
か
し
、
「
作
者
の

感
覚
で
外
部
の
事
物
を
捉
え
る
場
面
は
確
か
に
存
在
す
る
。

態
度
は
主
人
公
の
主
観
的
説
話
式
で
あ
る
」

と
い
う
片
上
天
弦
の
批
評
は
、
技
法

イ
の
特
徴
に
気
づ
い
て
お
ら
ず
、
主
人
公
の
独
白
を
語
り
手
の
も
の
と
混
同
し
て

い
る
た
め
、
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。

以
上
、
語
り
手
が
い
か
に
時
雄
の
内
面
を
視
点
に
し
た
か
を
論
じ
て
き
た
。
で

は
、
語
り
手
の
視
点
は
ず
っ
と
時
雄
の
内
面
に
固
定
さ
れ
、
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う

カミ

技
法
イ
に
挙
げ
ら
れ
る
引
用
文
の
最
後
の
一
句
、
「
託
然
と
し
て
涙
は
時
雄
の

髭
面
を
伝
っ
た
」
は
も
う
一
つ
の
視
点
を
提
示
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
外
か
ら
主

人
公
を
観
察
す
る
視
点
で
あ
る
。
鈴
木
登
美
氏
は
、
最
後
の
文
の

「
証
然
と
し

て
」
と
い
う
厳
し
い
副
調
が
、
俗
語
的
な
「
髭
面
」

と
、
俳
譜
を
思
わ
せ
る
仕
方

で
不
意
に
結
び
付
け
ら
れ
、
時
雄
の
感
傷
的
な
自
己
憐
偶
が
、

ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に

相
対
化
さ
れ
る
と
指
摘
す
る
。
時
雄
は
み
ず
か
ら
芳
子
が
奪
わ
れ
た
悲
し
み
を
「
人

生
の
最
奥
に
秘
ん
で
居
る
」
、
「
大
き
な
」
も
の
へ
と
昇
華
し
て
い
る
が
、

か
れ
の

1
2
3
ミ

E

、

F「
T
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f
し

託
然
と
し
て
涙
は
」
、

髭
面
を
伝
っ
た
」

と
い
う
外
部
の
表
情

を
語
り
手
に
よ
っ
て
読
者
に
伝
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
語
り
手
の
視
点
は
時
雄
の
内
と
外
を
自
由
に
揺
れ
動
き
、
彼
の

内
面
を
彼
の
芦
で
再
現
す
る
一
方
で
、
彼
の
外
面
を
客
観
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
。

時
雄
の
世
間
に
対
す
る
体
面
が
、

か
れ
の
煩
悶
を
家
族
な
ど
に
打
明
け
る
こ
と

を
許
さ
な
い
た
め
、
時
雄
の

「
醜
な
る
心
」
(
島
村
抱
月
)

に
伴
う
外
部
の
身
体

も
い
つ
も
特
異
性
を
呈
す
る
。
順
に
挙
げ
て
み
よ
う
。
時
雄
は
、
芳
子
に
恋
人
が

出
来
た
の
を
知
っ
た
直
後
に
、
酒
で
苦
悶
を
紛
ら
し
た
結
果
、
「
泥
の
如
く
酔
つ

た
」
。
そ
の
後
「
厨
の
中
に
横
に
」
な
っ
て
、
「
赤
土
の
や
う
な
顔
に
大
き
い
鋭
い
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目
を
明
い
て
、

戸
外
に
降
り
頻
き
る
雨
を
ぢ
っ
と
見
て
居
た
」
。
芳
子
の
手
紙
を

受
け
取
っ
て
、
時
雄
は
境
内
の
中
で
、
「
耐
へ
難
い
自
然
の
力
の
圧
迫
に
圧
せ
ら

れ
た
も
の
』
や
う
に
、
再
び
傍
の
ロ
ハ
台
に
長
い
身
を
横
へ
た
」
。

そ
し
て
テ
キ

ス
ト
の
結
末
、
芳
子
が
去
っ
た
二
階
の
部
屋
で
、
「
時
雄
は
其
の
蒲
団
を
敷
き
、

夜
着
を
か
け
、
冷
た
い
汚
れ
た
天
驚
械
の
襟
に
顔
を
埋
め
て
泣
い
た
」
。

「
横
た
わ
る
身
体
」
は
、
「
道
徳
の
力
」
に
抵
抗
す
る
「
自
然
の
力
」
が
時
雄
に

こ
れ
ら

施
す
抑
圧
と
し
て
、
常
識
・
理
性
を
失
う
ま
で
、

か
れ
を
狂
わ
せ
、
特
異
性
を
与

え
る
の
で
あ
る
。

基
本
的
に
主
人
公
の
内
と
外
に
視
点
を
定
め
て
い
る
語
り
手
は
、
場
合
に
よ
っ

て
他
の
作
中
人
物
の
内
面
に
も
視
点
を
配
し
て
い
る
。
次
の
引
用
は
、
田
中
と
の

性
関
係
が
露
顕
し
、
帰
郷
す
る
運
命
に
な
っ
た
芳
子
を
時
雄
が
駅
ま
で
見
送
り
に

行
く
場
面
で
あ
る
。



時
雄
の
後
に
、

つ
来
た
か
、

一
群
の
見
送
人
が
居
た
。
其
の
蔭
に
、
柱
の
傍
に
、

一
箇
の
古
い
中
折
帽
を
冠
っ
た
男
が
立
っ
て
居
た
。
芳
子
は

此
を
認
め
て
胸
を
轟
か
し
た
。

父
親
は
不
快
な
感
を
抱
い
た
。
け
れ
ど
、

空
想
に
耽
っ
て
立
尽
し
た
時
雄
は
、
其
の
後
に
其
の
男
が
居
る
の
を
夢
に

も
知
ら
な
か
っ
た
。
(
十
)

「
古
い
中
折
帽
を
冠
っ
た
男
」

は
恋
人
の
田
中
で
あ
る
。
こ
の
一
段
は
ま
ず
、
芳

子
に
内
的
焦
点
化
を
し
て
、
「
胸
を
轟
か
し
た
」
と
い
う
内
面
を
語
る
。
続
い
て
、

芳
子
の
父
親
の
内
面
に
入
り
、
「
不
快
な
感
を
抱
い
た
」

と
描
い
て
い
る
。
最
後

に
、
芳
子
と
自
分
が
結
ぼ
れ
る
可
能
性
を
考
え
込
ん
で
い
る
時
雄
の
内
面
を
、
「
空

想
に
耽
っ
て
立
尽
し
た
時
雄
は
、
其
の
後
に
男
が
居
る
の
を
夢
に
も
知
ら
な
か
っ

た
」
と
語
り
、
空
想
に
耽
っ
て
い
る
時
雄
を
相
対
的
に
捉
え
、

そ
の
哀
れ
な
姿
を

読
者
に
示
す
。

こ
の
よ
う
に
、
語
り
手
は
時
に
は
時
雄
の
内
心
に
入
り
込
み
、
時
に
は
時
雄
の

傍
で
観
察
す
る
。
内
と
外
、
自
由
に
揺
れ
動
く
語
り
手
の
視
点
は
、
単
調
無
味
な

夫
婦
の
生
活
か
ら
脱
し
き
れ
な
い
、
愛
す
る
女
弟
子
と
正
々
堂
々
と
結
び
つ
か
な

い
中
年
男
の
像
を
写
実
的
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
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時
雄
の
抑
圧
さ
れ
る
欲
望

前
節
ま
で
、
語
り
手
が
時
雄
と
い
う
人
物
を
描
写
す
る
方
法
を
論
じ
た
。

の
節
で
は
、
時
雄
の
心
理
を
貫
く
も
っ
と
も
中
心
的
な
も
の
を
見
て
み
よ
う
。

蒲
団

の
プ
ロ
ッ
ト
の
構
成
か
ら
見
る
と
、
第
一
章
で
は
時
雄
が

「
今
回

し、

の
事
件
」
(
つ
ま
り
芳
子
の
恋
愛
事
件
)
を
知
っ
て
二
、

三
日
後
の
時
点
が
諮
ら

れ
、
第
二
、
三
章
は
錯
時
法
で
、
「
三
年
前
」
に
遡
っ
て
、
「
今
回
の
事
件
」
ま
で

の
出
来
事
が
紹
介
さ
れ
る
。
第
四
章
は
時
間
的
に
第
一
章
に
続
き
、
「
今
回
の
事

件
」
以
後
の
出
来
事
を
物
語
の
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て
語
っ
て
く
る
。
ま
ず
、
「
今

回
の
事
件
」
に
至
る
ま
で
の
時
雄
の
心
理
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

芳
子
が
現
れ
る
前
の
時
雄
の
心
理
は
、
「
新
婚
の
快
楽
な
ど
は
と
う
に
覚
め
尽

し
た
」
、
「
単
調
な
る
生
活
に
つ
く
介
¥
倦
き
果
て
』
了
っ
た
」
状
態
で
あ
る
。
「
山
山

来
る
な
ら
ば
新
し
い
恋
を
為
た
い
と
痛
切
に
思
っ
た
」
時
雄
は
、
新
た
な
恋
愛
で

生
の
寂
家
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
時
、
芳
子
が
現
れ
、
か
れ
の
孤
独
な

生
活
を
破
っ
た
。
時
雄
は
密
か
に
師
弟
関
係
の
上
に
「
男
女
関
係
」
と
い
う
妄

想
を
加
え
る
。

機
会
」
が
あ
れ
ば
、
「
道
義
の
力
、
習
俗
の
力
」
を
破

-5-

そ
し
て

る
の
は
「
島
を
裂
く
よ
り
も
容
易
だ
」

と
考
え
る
。

次
に
、
こ
の
よ
う
な
「
機
会
」
が
詳
し
く
語
ら
れ
る
。

一
度
は
芳
子
が
厚
い
手

紙
を
寄
せ
て
、

そ
の
手
紙
に
は
「
自
分
の
不
束
な
こ
と
、
先
生
の
高
恩
に
報
ゆ
る

こ
と
が
出
来
ぬ
か
ら
自
分
は
故
郷
に
帰
っ
て
農
夫
の
妻
に
な
っ
て
田
舎
に
埋
れ
て

了
は
う
と
い
ふ
こ
と
を
涙
交
り
に
」
書
い
て
い
る
。
時
雄
は
「
其
の
手
紙
の
意
味

を
明
か
に
了
解
し
」

て
、
「
返
事
を
い
か
に
書
く
べ
き
か
に
就
い
て
一
夜
眠
ら
ず

に
慎
悩
し
た
」
。
時
雄
に
と
っ
て
、
芳
子
の
手
紙
に
自
分
を
「
慎
悩
」
さ
せ
る
ほ

ど
深
い
意
味
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

そ
の
意
味
に
つ
い
て
、
芳
子
に
恋
人

が
で
き
た
の
を
知
っ
た
時
雄
が
芳
子
の
心
理
を
推
測
す
る
と
き
、
「
あ
の
熱
烈
な

る
一
封
の
手
筒
、
陰
に
陽
に
其
の
胸
の
聞
を
訴
へ
て
、

丁
度
自
然
の
カ
が
此
の
身

を
圧
迫
す
る
か
の
や
う
に
」

と
い
う
よ
う
に
捉
え
る
。

つ
ま
り
、
時
雄
は
芳
子
の

手
紙
に
芳
子
の
性
的
欲
望
を
読
ん
で
い
る
。
時
雄
は
「
穏
か
に
眠
れ
る
妻
の
顔
そ
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れ
を
幾
度
か
窺
っ
て
自
己
の
良
心
の
い
か
に
麻
摩
す
る
か
を
白
か
ら
責
め
て
」
、

「
そ
し
て
あ
く
る
朝
贈
っ
た
手
紙
は
、
厳
乎
た
る
師
と
し
て
の
態
度
で
あ
っ
た
」
。

二
度
目
の

「
機
会
」

は
、
芳
子
が
一
人
で
留
守
番
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
時
雄
が

訪
問
し
た
こ
と
で
あ
る
。
「
女
の
表
情
の
眼
は
輝
き
、
言
葉
は
艶
め
き
」
、
「
其
の

白
い
顔
に
は
確
か
に
あ
る
深
い
神
秘
が
籍
め
ら
れ
で
あ
っ
た
」
な
ど
の
表
現
も
芳

子
の
欲
望
を
指
示
す
る
が
、
時
雄
は
「
す
ぐ
帰
っ
た
」
。

密
か
に
芳
子
を
恋
人
と
見
な
す
時
雄
が

「
道
徳
の
力
」
を
破
る
「
機
会
」
を
白

ら
見
逃
し
た
。
こ
の
行
動
は
、
「
機
会
」
が
あ
れ
ば
、
「
道
義
の
力
、
習
俗
の
力
」

を
破
る
の
は
「
自
を
裂
く
よ
り
も
容
易
だ
」

と
い
う
事
前
の
自
己
規
定
を
修
正
す

る
こ
と
に
な
る
。
時
雄
は
「
良
心
の
い
か
に
麻
癒
せ
る
か
を
自
ら
責
め
」

る
こ
'
と

で
、
世
間
に
お
け
る
自
分
の
体
面
を
守
る
こ
と
に
な
る
が
、
人
間
と
し
て
の
内
的

な
欲
望
を
抑
え
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
こ
の
二
度
の

「
機
会
」

の
記
述
は
、
時
雄

が
空
想
の
世
界
に
の
み
芳
子
と
の
恋
を
成
り
立
た
せ
る
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し

た
。
こ
の
態
度
を
支
え
る
時
雄
の
理
論
は
「
自
分
の
青
年
の
経
験
に
照
ら
し
て
見

て
も
、
神
聖
な
る
霊
の
恋
は
成
立
っ
て
も
肉
の
恋
は
決
し
て
さ
う
容
易
に
実
行
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
」

と
い
う
認
識
で
あ
る
。
若
い
時
(
未
婚
)

の
時
雄
、
が
、
肉

体
的
欲
望
(
「
肉
の
恋
」
)
を
伴
わ
な
い
精
神
的
恋
愛
(
「
霊
の
恋
」
)
、
す
な
わ
ち

プ
ラ
ト
一
一
ツ
ク
・
ラ
ブ
を
信
奉
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

自
然
主
義
以
前
の
花
袋
は
、
多
く
の

「
少
女
小
説
」
を
創
作
し
た
。
明
治
二
十

九
年
の

「
わ
す
れ
水
」

は
二
十
年
代
の
小
説
の
代
表
作
と
言
っ
て
も
い
い
。

田
舎

の
中
学
校
に
赴
任
し
た
青
年
教
師
鐘
一
は
財
産
家
の
娘
に
恋
を
す
る
。
鐘
一
は
「
出

来
る
な
ら
ば
少
女
を
ま
も
る
親
と
い
ふ
も
の
無
く
て
あ
れ
。
こ
の
世
の
中
に
道
徳

と
い
ふ
も
の
無
く
て
あ
れ
。
さ
す
れ
ば
わ
れ
は
直
に
そ
の
傍
に
行
き
て
、
手
を
握

り
て
、
接
吻
し
て
、
こ
の
燃
ゆ
る
が
如
き
心
を
残
る
所
な
く
打
明
く
る
こ
と
を
得

べ
き
も
の
を
」

と
思
い
、
恋
の
告
白
を
臨
時
う
。
岸
規
子
氏
は
鐘
一
の
心
理
に

お
け
る
「
錯
誤
」
に
目
を
向
け
て
、
彼
の
恋
の
狂
熱
を
妨
げ
る
の
は
、
プ
ラ
ト
ニ

ツ
ク
・
ラ
ブ
に
拘
る
詩
人
と
し
て
の
衿
持
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

鐘
一
が
娘
へ
の
欲
望
を
自
ら
禁
じ
た
の
と
同
様
の
抑
圧
意
識
は
、
「
蒲
団
」

の

時
雄
に
も
見
ら
れ
る
。
芳
子
の
恋
愛
事
件
が
発
生
す
る
ま
で
は
、
時
雄
は
芳
子
の

誘
惑
を
断
る
ほ
ど
、
自
分
の
欲
望
を
抑
圧
し
、
「
厳
平
た
る
師
」

と
し
て
の
態
度

を
取
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
恋
愛
事
件
が
発
生
し
た
後
の
時
雄
の
内
面
は

ど
う
だ
ろ
う
。

芳
子
の
恋
愛
事
件
が
時
雄
の
心
理
に
与
え
た
影
響
は
、
二
つ
の
段
階
で
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
最
初
の
段
階
は
芳
子
が
恋
人
を
得
た
の
を
知
っ
た
直
後
か
ら
、

二
三
日
後
勤
め
先
か
ら
帰
宅
す
る
ま
で
の
時
間
帯
に
現
れ
る
心
理
で
あ
る
が
、
テ

ク
ス
ト
で
は
第
三
章
の
後
半
部
分
と
第
一
章
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
「
妬
み
と
惜
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し
み
と
悔
恨
と
の
念
、
が
一
緒
に
な
っ
て
旋
風
の
や
う
に
頭
脳
の
中
を
回
転
し
た
」
。

「
妬
み
」

は
、
芳
子
を
奪
っ
た
恋
人
に
発
す
る
感
情
で
あ
る
が
、
「
惜
し
み
」

と

「
悔
恨
」

は
、
欲
望
を
抑
圧
し
た
過
去
の
自
分
を
責
め
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に

「
そ
の
身
の
意
気
地
な
し
と
運
命
の
っ
た
な
い
こ
と
が
ひ
し
ひ
し
と
胸
に
迫
っ
た
」

と
欲
望
を
抑
圧
す
る
行
為
を
自
分
の
運
命
に
も
結
び
つ
け
て
い
る
。

二
つ
め
の
段
階
は
勤
め
先
か
ら
帰
宅
し
、
芳
子
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
っ
て

か
ら
、

四
カ
月
後
時
雄
の
働
き
で
二
人
の
肉
体
関
係
が
露
顕
し
た
ま
で
の
心
理
で

あ
る
が
、
テ
ク
ス
ト
で
は
第
四
章
か
ら
第
八
章
ま
で
語
ら
れ
る
。

こ
の
一
通
の
手
紙
を
読
ん
で
居
る
中
、
さ
ま
六
¥
の
感
情
が
時
雄
の
胸

を
火
の
や
う
に
燃
え
て
通
っ
た
。
其
の
田
中
と
い
ふ
二
十
一
の
青
年
が
現

に
此
の
東
京
に
来
て
居
る
。
芳
子
が
迎
え
に
行
っ
た
。
何
を
し
た
か
解
ら



ん
。
此
の
間
言
っ
た
こ
と
も
丸
で
う
そ
か
も
知
れ
ぬ
。

此
の
夏
期
の
休
暇

に
須
磨
で
落
合
っ
た
時
か
ら
出
来
て
居
て
、
京
都
で
の
行
為
も
そ
の
望
を

満
す
為
め
、
今
度
も
恋
し
さ
に
堪
へ
兼
ね
て
女
の
後
を
追
っ
て
上
京
し
た

手
を
握
っ
た
ら
う
。
胸
と
腕
と
が
相
触
れ
た
ら
う
。
人

が
見
て
居
ぬ
旅
籍
屋
の
二
階
、
何
を
為
て
居
る
か
解
ら
ぬ
。
汚
れ
る
汚
れ

ぬ
の
も
剃
那
の
間
だ
。
か
う
思
ふ
と
時
雄
は
犠
ら
な
く
な
っ
た
。
(
四
)

の
か
も
知
れ
ん
。

こ
れ
は
芳
子
か
ら
、
上
京
し
た
田
中
(
恋
人
)

と
一
日
見
物
す
る
こ
と
を
師

に
報
告
す
る
手
紙
を
読
ん
で
い
る
時
雄
の
心
理
で
あ
る
。
こ
の
手
紙
を
受
け
取
る

直
前
に
「
二
人
の
聞
の
関
係
は
一
段
落
を
告
げ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
師
と
し
て
の

責
任
を
尽
し
て
、
わ
が
愛
す
る
女
の
幸
福
の
為
め
を
謀
る
ば
か
り
だ
」
と
思
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
紙
を
読
ん
で
い
る
時
、
「
さ
ま
ざ
ま
の
感
情
」
が

「
火
の

る
。
芳
子
の
肉
体
関
係
に
非
常
に
拘
る
心
理
が
前
節
で
述
べ
た
イ

の
技
法
で
、
時
雄
の
独
自
の
よ
う
に
読
者
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
前
の
段
階
で
は
表

よ
う
に
燃
え
」

出
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
芳
子
と
田
中
の
肉
体
関
係
を
疑
う
気
持
ち
が
、
こ
の

段
階
か
ら
初
め
読
者
の
前
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。

余
り
其
の
文
通
の
頻
繁
な
の
に
時
雄
は
芳
子
の
不
在
を
窺
っ
て
、
監
督
と

い
ふ
口
実
の
下
に
其
の
良
心
を
抑
へ
て
、
こ
っ
そ
り
机
の
抽
出
や
ら
文
箱
や
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ら
を
さ
が
し
た
。
捜
し
出
し
た
二
三
通
の
男
の
手
簡
を
走
り
読
み
に
読
ん
だ
。

恋
人
の
す
る
や
う
な
甘
っ
た
る
い
言
葉
は
到
る
処
に
満
ち
て
居
た
。
け
れ

ど
時
雄
は
そ
れ
以
上
に
あ
る
秘
密
を
捜
し
出
さ
う
と
苦
心
し
た
。
接
吻
の
痕
、

性
欲
の
痕
が
何
処
に
顕
は
れ
て
居
り
は
せ
ぬ
か
。
(
五
)

芳
子
の
恋
愛
事
件
が
起
こ
る
前
に
、
芳
子
の
手
紙
に
芳
子
の
欲
望
を
読
み
取

っ
た
時
雄
は
「
自
己
の
良
心
の
い
か
に
麻
療
す
る
か
を
自
ら
責
め
」

た
が
、
こ
こ

で
は

「
監
督
と
い
う
口
実
の
下
に
そ
の
良
心
を
抑
え
て
」
、
芳
子
の
手
紙
を
盗
み

見
る
。
「
接
吻
の
痕
、
性
欲
の
痕
が
何
処
に
顕
わ
れ
て
お
り
は
せ
ぬ
か
」

は
、
芳

子
と
恋
人
の
肉
体
関
係
を
知
ろ
う
と
す
る
時
雄
の
嫉
妬
の
告
白
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
時
雄
は
こ
ん
な
に
芳
子
の
肉
体
関
係
に
拘
る
の
だ
ろ
う
か
。

生
方
智
析
医
は
、
芳
子
の
恋
愛
事
件
に
対
し
、
こ
の
時
雄
の
行
動
は

「
抑
圧

パ
ラ
ダ
イ
ム
」

と
い
う
認
識
枠
に
よ
る
も
の
だ
と
指
摘
す
る
。
氏
の
説
明
に
よ
る

と
、
時
雄
の

「
抑
圧
パ
ラ
ダ
イ
ム
」

に
は
以
下
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
。
ま
ず
、

「
霊
の
恋
」

と
い
う
二
つ
の
側
面
で
芳
子
の
恋
愛
を
見
る
こ
と
。

と

「
肉
の
恋
」

前
者
は
許
容
さ
れ
る
事
柄
で
あ
る
が
、
後
者
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の

上
で
、
芳
子
の

「
霊
の
恋
」
と
は
、
内
面
の
問
題
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
の
で
は
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な
く
、
「
肉
の
恋
」
を
否
定
す
る
形
で
し
か
証
明
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

時
雄
は
芳
子
の
心
の
存
在
を
、
芳
子
の
性
の
抑
圧
を
通
じ
て
の
み
知
る
こ
と
が
で

き
る
。こ

の

「
抑
圧
パ
ラ
ダ
イ
ム
」

は
前
述
し
た
時
雄
が
二
度
の

「
機
会
」
を
見
逃
し

た
抑
圧
意
識
と
同
質
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
時
雄
は
若
い
こ
ろ
も
、
中
年

の
現
在
も
、
自
分
の
恋
に
対
し
て
も
、
他
人
の
恋
に
対
し
て
も
、
「
肉
の
恋
」
を

一
刻
も
「
肉
」
の
抑
圧
を
解
き
さ
え
も
し
な
か
っ
た
。
柄
谷
行
人
氏

タ
ブ

l
視、

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
自
然
主
義
者
が
あ
ば
き
た
て
た
よ
う
な
肉
体
は
、
す
で
に

「
肉
体
の
抑
圧

の
下
に
あ
る
の
で
あ
る
。

肉
体
関
係
に
関
す
る
語
り
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前
節
で
は
時
雄
の
抑
圧
意
識
を
検
討
し
て
、
芳
子
の
恋
愛
事
件
に
対
す
る
時

雄
の
心
理
が
二
つ
の
段
階
に
分
か
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
時
雄
の
若
い
二
人
の
肉

体
関
係
を
懐
疑
す
る
ま
な
ざ
し
は
、
恋
愛
事
件
が
発
生
し
て
す
ぐ
に
現
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
二
つ
の
段
階
に
一
貫
し
、
事
実
の
解
明
ま
で
を
指
し
て
い
る
。
結
論

か
ら
遡
っ
て
見
る
と
、
時
雄
の
疑
い
け
事
実
の
真
相
と
い
う
設
定
は
読
者
に
少
な

か
ら
ぬ
意
外
さ
を
あ
た
え
る
だ
ろ
う
。
「
二
人
は
決
し
て
罪
を
犯
し
て
は
居
ら
ぬ

が
」
と
い
う
芳
子
の
言
葉
が
虚
言
で
あ
る
こ
と
も
、
事
実
の
解
明
に
従
っ
て
、
「
私

は
先
生
の
御
厚
意
を
利
用
し
て
、
先
生
を
欺
き
ま
し
た
」

と
い
う
芳
子
の
告
白
の

手
紙
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
な
る
。

四
章
か
ら
八
章
ま
で
の
部
分
に
対
し
、
棚
田
氏
は
推
理
小
説

し
た
が
っ
て
、

の
よ
う
な
読
み
方
を
提
示
す
る
。

つ
ま
り
、
肉
体
関
係
と
い
う
「
事
実
H
犯
罪
」

が
い
か
に
解
明
さ
れ
る
の
か
と
い
う
読
み
方
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
蒲
団
」

と
し、

う
テ
ク
ス
ト
の
特
殊
さ
は
、
事
実
の
真
相
が
時
雄
の
探
求
と
い
う
行
為
で
は
な
く
、

「
ふ
と
」

し
た
き
っ
か
け
で
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
あ
る
。
時
雄
の
心
に
「
若
い

二
人
の
男
女
の
肉
体
関
係
」

へ
の
懐
疑
が
生
じ
る
の
は
、
芳
子
の
言
葉
や
行
為
に

破
綻
を
見
つ
け
た
た
め
で
は
な
く
、
彼
自
身
の
抑
圧
意
識
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ

る
。
こ
の
点
で
、
藤
森
氏
の
意
見
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
氏
は
、
肉
体
関
係

の
露
顕
を
叙
述
す
る
三
人
称
の
語
り
を
、
「
積
極
的
な
統
辞
機
能
」

と
見
る
。

方
で
、

一
人
称
独
白
体
に
よ
る
時
雄
の
心
理
描
写
が

「
肉
体
関
係
と
い
う
事
実
の

機
能
」

た
め
、
「
消
極
的
な
統
辞
機
能
」
が
現
れ
、
「
積
極
的
な
統
辞

と
「
桔
抗
」
す
る
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
時
雄
の
暗
い
心
理
の
一
部

露
呈
を
遅
ら
せ
る
」

分
と
な
る
嫉
妬
心
が
芳
子
の
肉
体
関
係
の
露
呈
に
つ
な
が
る
た
め
、
お
五
い
に
絡

み
合
う
二
つ
の

「
統
辞
機
能
」

の
一
言
で
カ
バ
ー
で
き

は
果
た
し
て
、
「
括
抗
」

る
の
だ
ろ
う
か
。

本
節
で
は
、
時
雄
へ
の
心
理
描
写
が
行
わ
れ
る
の
と
同
時
に
、
肉
体
関
係
が

露
呈
す
る
こ
と
が
い
か
に
語
ら
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
、
事
実

の
真
相
が
わ
か
る
時
点
に
置
か
れ
る
読
者
が
、

い
か
に
主
人
公
へ
の
再
認
識
を
迫

ら
れ
る
か
を
分
析
し
て
み
た
い
。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
芳
子
の
恋
愛
事
件
は
す
ぐ
に
時
雄
の
疑
い
を

引
き
起
こ
す
わ
け
で
は
な
い
。
初
め
て
、
時
雄
が
二
人
の
肉
体
関
係
に
疑
い
の
ま

な
ざ
し
を
投
じ
る
の
は
芳
子
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
時
で
あ
る
。
「
此
の
間

言
っ
た
こ
と
も
丸
で
う
そ
か
も
知
れ
ぬ
。
此
の
夏
期
の
休
暇
に
須
磨
で
落
合
っ
た

時
か
ら
出
来
て
居
て
、
京
都
で
の
行
為
も
そ
の
望
を
満
す
為
め
、
今
度
も
恋
し
さ

に
堪
へ
兼
ね
て
女
の
後
を
追
っ
て
上
京
し
た
の
か
も
知
れ
ん
」
(
四
)
。
芳
子
の
肉

体
関
係
に
拘
る
時
雄
の
こ
の
独
自
は
、
抑
圧
さ
れ
る
男
の
欲
望
を
読
者
に
伝
え
る
。
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そ
れ
と
同
時
に
、
事
実
の
真
相
を
暗
示
す
る
伏
線
に
も
な
る
。

注
意
す
べ
き
な
の
は
、
こ
の
嫉
妬
心
に
よ
る
懐
疑
は
、
恋
人
同
士
の
親
し
み
が
、

時
雄
に
感
知
さ
れ
る
た
び
に
だ
け
、
時
雄
の
心
理
か
ら
読
者
に
伝
わ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
順
を
追
っ
て
、
そ
れ
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
芳
子
の
手
紙
を
読
ん
だ
後
、

芳
子
を
連
れ
戻
す
た
め
に
、
時
雄
は
義
姉
の
家
に
行
く
。
芳
子
、
が
ま
だ
帰
っ
て
こ

な
い
の
に
気
づ
い
た
時
雄
は
、
「
此
の
夜
、
比
の
暗
い
夜
に
恋
し
い
男
と
二
人
!
」
、

「
神
聖
な
る
恋
と
は
何
事
?
」
「
汚
れ
た
る
行
為
の
な
い
の
を
弁
明
す
る
と
は
何

事
?
」

「
胸
は
ま
た
燃
え
た
」
。

回
中
が
京
都
に
戻
っ
た
後
、
二
人
の
文
通
が

と

頻
繁
に
な
っ
た
た
め
、
時
雄
は
「
監
容
と
い
ふ
口
実
の
下
に
其
の
良
心
を
抑
へ
て
」
、

「
接
吻
の
跡
、
性
欲
の
痕
が
何
処
か
に
顕
は
れ
て
居
り
は
せ
ね
か
」
と
い
う
「
秘

密
」
を
探
し
出
そ
う
と
、
芳
子
の
手
紙
を
こ
っ
そ
り
と
読
む
。
そ
の
後
、

田
中
が

同
志
社
を
辞
め
て
、
文
学
で
身
を
立
て
よ
う
と
東
京
に
住
ん
で
か
ら
、
芳
子
が
「
学



校
に
行
く
と
称
し
て
恋
人
の
許
に
寄
り
は
せ
ね
か
」

と
思
う
と
、
時
雄
の

胸
は

疑
惑
と
嫉
妬
と
に
燃
え
た
」
。
真
相
解
明
直
前
の
懐
疑
は
、
時
雄
の
監
督
を
離
れ

て
、
二
人
で
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
決
心
が
報
告
さ
れ
る
芳
子
の
手
紙
を
受

け
た
時
で
あ
る
。
時
雄
は
二
人
で
一
緒
に
暮
ら
す
と
い
う
言
葉
に
「
警
戒
す
べ
き

分
子
の
多
い
の
」
を
思
い
、
「
既
に
一
歩
を
進
め
て
居
る
か
も
知
れ
ぬ
」

と
思
つ

た。
こ
の
よ
う
に
、
二
人
の
肉
体
関
係
へ
の
疑
い
は
時
雄
の
抑
圧
さ
れ
る
欲
望
が
満

ち
る
心
理
を
通
し
て
、
繰
り
返
し
読
者
に
伝
わ
る
。

し
か
し
、
読
者
は
そ
れ
を
時

雄
の
嫉
妬
心
の
発
作
に
よ
る
不
正
な
疑
し
だ
と
思
い
込
み
、
信
用
し
な
い
。

読
者
に
そ
う
判
断
さ
せ
る
も
う
一
つ
の
理
由
は
芳
子
へ
の
語
り
に
よ
る
。
恋
愛

事
件
が
起
き
て
か
ら
、
初
め
て
芳
子
の
内
面
が
見
ら
れ
る
の
は
芳
子
が
時
雄
の

家
に
連
れ
戻
さ
れ
る
時
で
あ
る
。
時
雄
の
満
足
、
妻
の
安
心
に
続
き
、
芳
子
に
も

内
的
焦
点
化
が
な
さ
れ
る
。

芳
子
は
恋
人
に
別
れ
る
の
が
辛
か
っ
た
。
成
ら
う
こ
と
な
ら
一
緒
に
東
京

に
居
て
、
時
々
顔
を
も
見
、
言
葉
を
も
交
へ
た
か
っ
た
。
け
れ
ど
今
の
際
そ

れ
は
出
来
難
し
い
こ
と
』
知
っ
て
居
た
。
二
年
、
三
年
、
男
が
同
志
社
を
卒

業
す
る
迄
は
、

た
ま
さ
か
の
雁
の
音
信
を
た
よ
り
に
、

一
心
不
乱
に
勉
強
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
っ
た
。
(
五
)
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肉
体
関
係
の
有
無
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
把
握
す
る
の
に
一
番
有
効
な
手
段

は
、
本
人
か
ら
聞
き
取
る
こ
と
、
つ
ま
り
芳
子
の
心
理
描
写
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
読
者
に
見
せ
ら
れ
る
芳
子
の
内
心
は
、
「
恋
人
に
別
れ
る
の
が
辛
か
っ

た
」
、
二
心
不
乱
に
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
こ
と
で
あ
り
、
師
を
臨
す
な
ど

の
個
人
的
計
算
が
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
芳
子
自
身
も
肉
体
関
係
を
問
題
に
し

て
い
な
い
た
め
、
読
者
に
二
人
の
肉
体
関
係
は
事
実
で
は
な
い
と
い
う
錯
覚
を
与

え
や
す
い
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
滝
藤
満
義
氏
は

「
三
人
称
小
説
の
語
り
手
で
あ
る
な
ら

ば
、
竹
中
に
は
計
り
知
れ
な
い
芳
子
の
胸
の
内
を
も
十
全
に
読
者
に
知
ら
せ
て
こ

そ
、
そ
の
甲
斐
は
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

「
肉
体
関

つ
ま
り
、
「
蒲
団
」

の

係
」
三
口
説
は
、
き
わ
め
て
中
途
半
端
な
三
人
称
の
語
り
と
な
っ
て
い
る
。
語
り
手

は
芳
子
の
胸
の
う
ち
を
す
べ
て
開
示
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
女
の
心
理
の
う
ち
関

示
す
る
情
報
を
選
択
し
て
、
「
肉
体
関
係
と
い
う
事
実
の
露
呈
を
遅
ら
せ
る
」
(
藤

森
清
氏
)

た
め
に
、
読
者
に
不
完
全
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
八
章
に
な
る
と
、
事
実
の
真
相
が
解
明
さ
れ
る
。
芳
子
と
田
中
の
恋
が
ヱ

ス
カ
レ

i
ト
す
る
た
め
、
芳
子
の
父
親
が
問
題
を
解
決
に
上
京
し
て
く
る
。
「
ふ

と
二
人
の
関
係
に
就
い
て
の
疑
惑
が
起
っ
た
」
時
雄
は
、
「
関
係
が
あ
る
と
思
は

-9-

ん
け
り
ゃ
な
り
ま
す
ま
い
」

と
い
う
父
親
の
言
葉
に
よ
っ
て
促
さ
れ
、
芳
子
に
潔

白
の
証
明
を
強
い
、
「
肉
体
関
係
」

の
秘
密
を
挟
り
出
さ
せ
た
。

結
局
、
自
己
を
抑
圧
し
た
時
雄
の
暗
い
内
面
に
よ
る
懐
疑
が
実
は
事
実
で
あ

る
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
設
定
は
読
者
に
幾
分
か
の
意
外
感
を
及
ぼ
す
。
そ
し
て
、

一
旦
事
実
の
真
相
、
か
明
ら
か
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
芳
子
と
い
う
人
物
へ
の
読
み

直
し
を
読
者
に
課
す
る
の
で
あ
る
。

小
説
の
第
三
章
に
戻
ろ
う
。
芳
子
の
恋
愛
事
件
が
起
こ
る
前
に
、

以
下
の
よ
う

な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

四
月
に
入
っ
て
か
ら
、
芳
子
は
多
病
で
蒼
白
い
顔
を
し
て
神
経
過
敏
に
陥

っ
て
居
た
。

シ
ユ
ウ
ソ
カ
リ
を
余
程
多
量
に
服
し
て
も
何
う
も
眠
ら
れ
ぬ
と
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て
因
っ
て
居
た
。
絶
え
ざ
る
欲
望
と
生
殖
の
力
と
は
年
頃
の
女
を
誘
ふ
の
に

薦
轄
し
な
い
。
芳
子
は
多
く
薬
に
親
し
ん
で
居
た
。

四
月
末
に
帰
国
、
九
月
に
上
京
、
そ
し
て
今
回
の
事
件
が
起
っ
た
。
(
三
)

そ
し
て
今
回
の
事
件
が
起
っ
た
」

九
月
に
上
京
、

「
四
月
末
に
帰
国
、

と
い
"
フ
並
目

通
の
記
述
を
い
ま
読
み
直
す
と
、
深
い
意
味
を
帯
び
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

そ
れ
は
一
種
の
因
果
関
係
と
し
て
、

「
神
経
過
敏
」

と
九
月
の
京
都
旅
行

四
月
の

が
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
絶
え
ざ
る
欲
望
と
生
殖
の
力
」

は
芳
子
を
圧
迫
し
て
、
と
う
と
う
回
中
と
性
行
動
に
踏
み
切
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

「
肉
体
関
係
」
が
露
顕
し
た
後
の
芳
子
の
告
白
に
よ
る
と
、

し
ま
し
て
、
何
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
此
の
事
ば
か
り
は
人
に
打
明
け
ま
い
。
過

私
は
田
中
に
相
談

ぎ
た
こ
と
は
為
方
が
無
い
が
、
こ
れ
か
ら
は
清
浄
な
恋
を
続
け
よ
う
と
約
束
し
た

の
で
す
」
。

人
間
の
本
能
と
し
て
の
性
的
欲
望
は
、

人
間
の
理
智
が
コ
ン
ト
ロ
!

ル
で
き
な
い
ほ
ど
巨
大
で
、
強
烈
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
芳
子
が
肉
体
関
係

を
否
定
す
る
言
葉
に
は
、
欲
望
が
満
た
さ
れ
る
の
を
自
分
の
過
ち
と
し
て
、
隠
そ

う
と
す
る
狙
い
が
あ
る
。
そ
れ
は

「
新
し
い
女
」

と
い
う
認
識
を
持
つ
芳
子
の
欠

陥
で
あ
る
。
「
聖
書
に
も
女
は
親
に
離
れ
て
夫
に
従
ふ
と
御
座
い
ま
す
通
り
、
私

は
田
中
に
従
は
う
と
存
じ
ま
す
」
、
「
私
は
恋
を
父
母
の
都
合
に
よ
っ
て
致
す
や
う

な
旧
式
の
女
で
な
い
こ
と
は
先
生
も
お
許
し
く
だ
さ
る
で
せ
う
」

と
言
っ
た
芳
子

の
声
か
ら
は
、
恋
を
両
親
よ
り
自
分
の
意
志
で
決
め
る
覚
悟
が
聞
こ
え
る
。
生

方
氏
は
「
性
的
関
係
は
個
人
の
主
体
的
な
自
己
決
定
に
お
い
て
結
ぼ
れ
る
も
の
」

と
い
う
意
味
で
、
大
正
時
代
の
平
塚
ら
い
て
う
の
宣
言
に
つ
な
が
る
と
指
摘
す
る
。

し
か
し
、
「
秘
密
」
が
師
に
見
抜
か
れ
た
ら
、
芳
子
は
「
私
は
堕
落
女
学
生
で
す
」

と
自
ら
を
庇
す
。

そ
の
後
「
親
を
捨
て
』
ま
で
も
、
帰
国
を
拒
む
ほ
ど
の
決
心
が

附
い
て
居
ら
な
か
っ
た
」
芳
子
は
、
自
分
の
運
命
を
師
と
父
親
に
任
せ
て
、

回
全
ロ

に
連
れ
帰
さ
れ
た
。

一
方
で
、
女
弟
子
芳
子
の
行
為
に
対
象
化
さ
れ
る
の
は
、
欲
望
を
自
ら
抑
圧

す
る
師
の
時
雄
で
あ
る
。
時
雄
は
「
神
聖
な
る
霊
の
恋
は
成
立
っ
て
も
肉
の
恋
は

決
し
て
さ
う
容
易
に
実
行
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」

と
信
じ
込
み
、
簡
単
に
芳
子

に
踊
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
嫉
妬
心
が
懐
疑
心
を
催
し
、
偶
然
に
事
実
の
真
相
を

解
明
し
た
。
肉
体
関
係
が
暴
露
さ
れ
た
後
、
時
雄
の
目
に
映
る
芳
子
像
は
イ
メ
l

ジ
ダ
ウ
ン
し
た
。
「
今
迄
上
天
の
境
に
置
い
た
美
し
い
芳
子
は
、
売
女
か
何
ぞ
の

や
う
に
思
は
れ
て
、
其
の
体
は
愚
か
、
美
し
い
態
度
も
表
情
も
卑
し
む
気
に
な
っ

た」。

「
卑
し
む
」
こ
と
は
芳
子
へ
の
イ
メ
ー
ジ
の

つ
ま
り
、
「
美
し
い
」
こ
と
と

両
極
で
、

そ
れ
を
判
断
す
る
基
準
は

「
肉
の
恋
」

の
有
無
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

事
実
が
解
明
さ
れ
た
後
の
夜
、
時
雄
の
煩
悶
は

nu 
唱
Eム

「
非
常
で
あ
っ
た
」
。

そ
れ
は
弟

子
に
欺
か
れ
る
た
め
で
は
な
く
、

処
女
で
は
な
く
な
っ
た
芳
子
を
手
に
入
れ
る
様

々
な
想
像
に
追
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
「
此
の
暗
い
想
像
に
抵
抗
す
る
力
が
他
の

一
方
か
ら
出
て
、
盛
ん
に
そ
れ
と
争
っ
た
」

と
い
う
時
雄
の
心
理
が
、

か
れ
の
抑

圧
の
認
識
を
改
め
て
読
者
に
暴
露
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
「
蒲
団
」

に
は
一
人
称
独
自
体
と
中
途
半
端
な
三
人
称
の
語
り
が

使
用
さ
れ
る
た
め
、
読
者
は
芳
子
の
肉
体
関
係
に
関
す
る
時
雄
の
疑
惑
心
が
時
雄

し
か
し
、
テ
ク
ス
ト
の
結
末
に
な
る

の
妄
想
に
す
ぎ
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
。

と
、
時
雄
の
疑
惑
心
が
実
は
事
実
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
は
芳
子
の
裏
切

り
を
意
味
す
る
。
芳
子
の
裏
切
り
に
よ
っ
て
、
「
肉
の
恋
」
を
夕
、
ブ

l
視
す
る
時

雄
が
持
つ
抑
圧
す
る
認
識
の
失
効
が
顕
在
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。



お
わ
り
に

「
蒲
団
」
発
表
後
、
花
袋
は
二
人
称
に
客
観
的
描
写
を
加
へ
、
三
人
称
小
説

に
主
観
的
描
写
を
加
へ
て
、
打
っ
て
一
丸
と
為
し
た
や
う
な
文
体
が
出
来
る
か
も

知
れ
ぬ
」
(
「
新
式
作
文
法
」
『
文
章
世
界
』
明
治
四
十
年
十
月
)
と
い
う
発
言
を

し
、
こ
の
時
期
新
し
い
文
体
を
試
み
る
意
欲
を
示
し
た
。
三
人
称
で
語
ら
れ
る
「
蒲

団
」
の
中
に
、

一
人
称
の
描
写
の
手
法
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
は
そ
の
実
践
で
あ

る
二
人
称
の
要
素
を
含
む
語
り
は
時
雄
の
心
理
の
機
微
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
後
の

「
私
小
説
」

方

と
い
う
小
説
ジ
ャ
ン
ル
の
出
現
に
つ
な
が
る
。

人
称
の
語
り
は
時
雄
の
動
作
、
表
情
を
観
察
し
、
時
雄
を
客
観
化
し
よ
う
と
す
る
。

時
雄
の
心
理
を
貫
く
、
読
者
だ
け
に
見
せ
ら
れ
る
の
は
女
弟
子
芳
子
へ
の
抑

圧
さ
れ
る
欲
望
で
あ
る
。
こ
の
男
の
欲
望
は
、
テ
ク
ス
ト
の
第
四
章
か
ら
第
八
章

ま
で
展
開
す
る
肉
体
関
係
言
説
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
当
初
読
者
に
は
時
雄
の
妄
想
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
芳
子
の
肉
体
関
係
に
関
す

る
時
雄
の
疑
惑
心
が
、
実
は
事
実
で
あ
っ
た
と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
設
定
に
は
作
者

の
細
微
な
計
算
が
見
ら
れ
、
芳
子
の
裏
切
り
で
、
時
雄
が
持
つ
抑
圧
す
る
認
識
の

失
効
を
顕
在
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
も
窺
え
る
。
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注

(
1
)
小
栗
風
葉
/
正
宗
白
鳥
/
徳
田
(
近
松
)
秋
江
/
片
上
天
弦
/
水
野
葉
舟
/
松
原
至

文
/
中
村
星
湖
/
相
馬
御
風
/
星
月
夜
(
島
村
抱
月
)
「
『
蒲
団
』
合
評
」
(
『
早
稲

田
文
学
』
明
治
四
十
年
十
月
一
日
)
、
太
悶
正
雄
(
木
下
杢
太
郎
)
/
平
出
修
/
天

野
逸
人
/
与
謝
野
寛
(
鉄
幹
)
「
田
山
花
袋
氏
の
『
蒲
団
』
」
(
『
明
星
』
明
治

四
十
年
十
月
一
日
)
。
そ
の
中
で
、
プ
ラ
ス
の
面
に
向
け
て
、
「
そ
の
主
要
な
る

目
的
を
成
就
せ
ん
が
た
め
に
は
、
創
作
の
上
に
従
来
重
ん
じ
て
ゐ
た
結
構
の
如

何
、
文
章
の
如
何
は
必
ず
し
も
多
く
問
ふ
を
要
せ
ぬ
」
(
徳
田
秋
江
)
が
見
ら
れ

る
。
マ
イ
ナ
ス
の
面
に
む
け
て
、
「
要
す
る
に
此
小
説
は
あ
ら
ゆ
る
事
件
を
犠
牲

に
し
て
ま
で
も
、
主
人
公
の
煩
間
を
抽
象
的
に
描
写
し
た
と
云
ふ
の
が
、
吾
人

が
不
満
に
思
ふ
黙
で
あ
っ
て
」
(
平
出
修
)
が
代
表
的
で
あ
る
。

(
2
)
中
村
光
夫
『
風
俗
小
説
論
』
(
河
出
書
房
、
昭
和
二
十
五
年
六
月
)
、
岩
永
併
『
回

山
花
袋
研
究
』
(
白
陽
社
、
昭
和
三
十
一
年
四
月
)
、
平
野
謙
「
芸
術
と
実
生
活
」

(
昭
和
三
十
一
年
四
月
、
『
平
野
謙
全
集
第
二
巻
』
(
新
潮
社
、
昭
和
五
十
年
二

月
)
所
収
)

(
3
)
棚
田
輝
嘉
「
田
山
花
袋
「
蒲
団
」
語
り
手
の
位
置
・
覚
え
書
」
(
『
国
語
国

文
』
五
十
六
巻
第
五
号
、
昭
和
六
十
二
年
五
月
)

(
4
)
藤
森
清
「
語
る
こ
と
と
読
む
こ
と
の
関
l
l田
山
花
袋
「
蒲
団
」
の
物
語
言
説
」

(
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
平
成
六
年
四
月
)

(
5
)

星
月
夜
(
島
村
抱
月
)
「
『
蒲
団
』
合
評
」
(
『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
十
年
十
月
一

日
)

(
6
)

川
上
美
那
子
「
自
然
主
義
文
学
の
表
現
構
造

l
岡
山
花
袋
「
重
右
衛
門
の
最

後
」
か
ら
「
生
」
へ
」
(
吋
人
文
学
報
』
二

O
七
、
平
成
元
年
三
月
)

(
7
)
鈴
木
登
美
『
語
ら
れ
た
自
己
』
(
岩
波
書
底
、
大
内
和
子
雲
和
子
訳
、
平
成
十

一
一
年
一
月
)

(
8
)
鈴
木
登
美
氏
は
、
自
由
間
接
話
法
を
「
三
人
称
過
去
時
制
の
語
り
を
用
い
な
が

ら
、
そ
の
語
り
の
中
に
、
報
告
さ
れ
た
人
物
の
発
話
を
、
「
と
彼
は
考
え
た
」
の

よ
う
な
導
入
の
標
識
を
置
か
ず
に
組
み
込
む
話
法
」
と
規
定
す
る
。

(
9
)

根
岸
泰
子
「
岡
山
花
袋
「
平
面
描
写
」
再
論
i
1
1
「
印
象
描
写
」
へ
至
る
語
り

手
の
問
題
」
(
岐
阜
大
学
『
国
語
国
文
学
』
第
十
八
号
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
)

(
川
)
『
定
本
花
袋
全
集
』
第
十
五
巻
(
臨
川
書
底
、
平
成
六
年
六
月
)
所
収

(
日
)
注

(
9
)

に
閉
じ

(
げ
)
注

(
7
)
に
同
じ

(
日
)
吉
田
志
穂
「
物
語
と
し
て
の
地
図
|
|
岡
山
花
袋
『
蒲
団
』
論
」
(
『
成
城
国
文

学
』
十
六
号
、
平
成
十
二
年
三
月
)

(
は
)
渡
透
正
彦
「
回
山
花
袋
の
「
蒲
団
」
と
戦
争
観
」
(
『
日
本
文
学
』
平
成
元
年
八

月
)

(
日
)
岸
規
子
「
『
わ
す
れ
水
』
論
l
i恋
愛
幻
想
の
行
方
」
(
『
田
山
花
袋
作
品
研
究
』
、

双
文
社
、
平
成
十
五
年
十
月
)

(
吋
)
生
方
智
子
「
プ
ロ
ッ
ト
と
〈
欲
望
〉

1
1ム

噌

E
i

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
1

1

回
山
花
袋
『
蒲
団
』



田山花袋「蒲団J試論

に
お
け
る
事
件
を
め
ぐ
る
語
り
」

三
年
五
月
)

(
げ
)
柄
谷
行
人
『
日
本
近
代
文
学
の
起
源
』
(
講
談
社
、
昭
和
五
十
五
年
八
月
)

(
刊
)
注

(
3
)
に
同
じ

(
刊
)
注

(
4
)
に
同
じ

(
刊
)
そ
の
前
に
、
時
雄
が
芳
子
を
連
れ
戻
す
た
め
に
、
義
姉
の
家
へ
行
っ
た
時
、
芳

子
の
心
理
描
写
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
そ
の
胸
に
は
一
種
の
圧
迫
を
感
じ
た
に
違

い
な
い
」
、
「
今
の
場
合
で
な
け
れ
ば
、
か
え
っ
て
大
に
喜
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
に
・

・
・
・
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
直
接
の
心
理
描
写
で
は
な
く
、
語
り
手
に
よ
る

推
測
で
あ
る
。

(
幻
)
滝
藤
満
義
コ
蒲
団
」
の
方
法
」
(
『
千
葉
大
学
人
文
研
究
』
三
十
号
、
平
成
十
三

年
三
月
)

(
盟
)
注
(
問
)
に
同
じ

(
お
)
『
文
学
研
究
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

月
)
所
収

(
『
日
本
近
代
文
学
』
第
六
十
四
集
、

平
成
十

花
袋
と
そ
の
周
辺
』
第
十
九
日
す
(
平
成
五
年
十
二

〔
付
記
)

-12-

テ
ク
ス
ト
は
『
定
本
花
袋
全
集
』
第
一
巻

用
し
た
。
侶
字
は
新
字
に
改
め
た
。

(
お
う

(
臨
川
書
底
、
平
成
六
年
)
を
使

ば
い
、
大
連
外
国
語
学
院
日
本
語
学
説




